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呼吸理学療法－慢性閉塞性肺疾患 

Clinical Question 6 

COPD 患者に対する増悪後 1ヶ月以内の理学療法は推奨されるか 

推奨 COPD 患者に対し増悪後 1 ヶ月以内に理学療法を行うことについて条件付きで推

奨する．  

□推奨の条件： あり 

・健康関連 QOL の改善を目的とする場合 

・運動耐容能の改善を目的とする場合 

□推奨の強さ：条件付き推奨          □エビデンスの強さ：中程度           

□作成グループ投票結果 
当該介入に反対す

る強い推奨 

当該介入に反対する条

件付き推奨 

当該介入・対照双方に対

する条件付き推奨 

当該介入の 

条件付き推奨 

当該介入の強

い推奨 

推奨なし 

0％  0 名  0％ 0 名  30％ 3 名  70％ 7 名  0％ 0 名 0％ 0 名 

 

◆CQ の構成要素（PICO） 
P（Patients，Problem，Population） 

性別 指定なし 年齢 18 歳以上 

疾患・病態 COPD 患者 その他   

I（Interventions）／C（Comparisons, Controls, Comparators）のリスト 

急性増悪後 1 ヶ月以内の理学療法介入を行う/行わない場合 

理学療法は持久力トレーニング and/or 四肢筋力トレーニングとする． 
O（Outcomes）のリスト 

               Outcome の内容  

O1 ADLの改善  

O2  QOLの改善   

O3  生命予後の改善   

O4 運動耐容能の改善  

O5 増悪後の１年間における増悪頻度の減少  

 

解説                                 

◆CQ の背景 
COPD 患者急性増悪後の理学療法の効果研究では，身体活動性の改善をもたらすとの報告がある一方，

生命予後についての効果には不確実性が存在する．急性増悪後の理学療法の適応，不適応についての検証

も必要である． 

◆エビデンスの評価 
運動耐容能については RCT が 3 件 1-3)あり，対照群に対し介入群で効果が認められる．生命予後につ

いては非 COPD を含む検討 4)であり不精確が懸念されるが介入群で増悪を認めている． 
◆益と害のバランス評価 

運動耐容能の改善と生命予後悪化が示されておりバランスは不明確である． 
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◆患者の価値観・希望 
急性増悪後症状が不安定な時期の介入の必要性ついては個人差が大きいと考える．急性増悪後に症

状が安定している段階での介入に伴い身体活動性が改善することは重要であり，患者・医療者ともに

理学療法実施への価値観にばらつきは少ないことが予想される．運動耐容能は 6MWD（six-minute walk 

distance）, V
・

O2 peak に限定されているが，ばらつきは否定できない 

◆コストの評価 
ガイドラインに従って理学療法を実施した場合は疾患別リハビリテーション料等が発生する．また，

理学療法提供側は理学療法実施に際して自転車エルゴメーターなどの器具を整備する必要が生じる． 
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